
わ
が
園
の
皐
界
が
そ
れ
を
行
う
機
舎
を
逸
し
て
し
ま
っ
て
、
動
飢
に
よ
っ
て
チ

ベ
ッ
ト
に
文
献
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
を
見
る
と
、
ぐ
れ
ぐ
れ
も
残
念
で
な
ら

な
い
。

と
ま
れ
偉
大
な
著
者
の
努
力
と
皐
識
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
分
野
に
つ
い
て
の
研
究
を
育
成
せ
ら
れ
た
京
都
大
皐
の
故

羽
田
総
長
を
は
じ
め
諸
教
授
に
封
じ
て
、
た
だ
た
だ
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
。
最
後
に
、
一
日
も
早
く
下
巻
が
上
梓
せ
ら
れ
て
』
元
結
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
念

f

願

し

て

や

ま

な

い

。

(

稲
葉
正
就
)

羽
田
博
士
史
拳
論
文
集
r

下
巻
一戸時
…
篇

昭
型
二
十
三
年
十
干
月
東
洋
史
研
究
舎
夜
行

A
5
版
本
文
六
八
六
頁

圃
版
十
八
頁

索
引
五
四
頁

併
文
要
旨
-
一
七
頁
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羽
田
亨
先
生
が
中
園
、
塞
外
、
中
央
ア
ジ
ヤ
史
家
と
し
て
、
民
族

・
言
語
・

文
化
・
謹
術
等
の
各
方
面
に
亘
り
、
東
西
爾
洋
の
一

E
峯
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

賛
言
を
須
い
な
い
。
然
し
博
士
生
前
夜
表
の
諸
論
孜
中
に
は
、
既
に
入
手
関
讃

す
る
に
困
難
を
歎
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
易
貨
後
、
幾
年
も

出
で
ず
し
て
‘
受
業
門
下
の
諸
位
と
三
島
海
雲
氏
の
義
事
と
に
よ
り
、

設
に
上

書
吏
墳
か
刊
行
さ
れ
(
情
調
恒
)
、
つ
い
で
今
寸
下
巻
言
語
・
宗
教
篇
の

E
加

が
上
梓
さ
れ
て
、
皐
界
積
年
の
渇
望
一
が
満
さ
れ
た
。
先
生
が
遣
さ
れ
た
論
文
の

、ど
れ
一
っ
と
し
て
、
そ
の
考
設
の
殿
正
・
博
治
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
た
め
に
皐

に
紹
介
の
潟
め
一
讃
す
る
さ
え
、
質
・
量
共
に
淘
に
容
易
の
業
で
は
な
い
J

加

う
る
に
故
博
士
の
講
獲
に
侍
し
た
日
な
く、

か
つ
ウ
イ
グ
ル
の
歴
史
、
言
語
の

専
家
で
な
い
筆
者
は
到
底
、
紹
介
の
任
で
は
な
い

0

・こ
れ
に
は
他
に
自
ら
人
ゆ

あ
る
こ
と
は
、
最
も
よ
く
自
売
す
る
庭
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
敢
え
で
蕪
隠
の

一
文
を
草
す
る
所
以
は
j

先
生
と
の
多
少
の
因
縁
か
ら
で
あ
る。

一
九
四
二
年
、
筆
者
が
ト
ル
コ
赴
任
に
際
し
、
曾
之
蹄
洛
の
博
士
と
同
車
す

.る
の
築
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
折
、
ト
ル
コ
に
於
い
て
は
、
常
時
ア
ン
カ
ラ
大

暴
に
在
っ
た
ト
ル
=
語
皐
者
司
ユ
・
ぐO
ロ
の
与
曲
目
ロ

に
つ
く
べ
き
を
教
え
ら

れ
た
。
着
任
し
て
か
ら
は、

些
か
こ
の
閣
の
言
語
を
畢
び
.
同
女
史
を
も
識

り
、
ま
た

り
円
・
列
島
百
四
三
に
よ
り
日
本
現
在
ウ
イ
グ
ル
文
書
と
羽
田
先
生
の

こ
れ
が
研
究
論
文
リ
ス
ト
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
か

か
る
因
縁
か
ら
蛍
時
戦
争
の
た
め
入
手
し
難
か
っ
た
ト
ル

コ
語
事
倉
刊、

同ハロ仏国
H
W
E
E
-
w
一
部
三
加
(
勺
一

η
一ノ

げ一一
一
和
初
l
)
を
速
く
先
生
に
献

じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
こ
う
し
た
自
己
感
慨
か
ら
)
紹
介
を
お
引
受
け

し
た
も
の
の
、
辛
う
じ
て
大
著
の
全
貌
を
た
だ
目
録
的
に
羅
列
し
て
、
責
を
免

る
る
の
外
は
な
い
こ
と
を
務
め
園
地
諒
し
て
戴
き
た
い
。

ま
ず
本
書
の
結
構
を
示
す
(
閣
制
下
附
一マ

遁

)

1

回
髄
文
字
考

2

窓
都
語
の
四
回
同
碑
文

3
、
回
鮪
文
女
子
寅
波
文
書

4

回
鶴
文
の
併
典
に
就
て

5

回
鶴
文
の
天
地
八
陽
紳
呪
経

6
・
回
鵠
文
法
華
経
普
門
口
聞
の
断
片

7

回
髄
詳
本
安
慧
の
倶
会
論
寅
義
疏

ト
ル
コ
文
華
厳
経
の
断
簡

日
本
に
停
は
る
波
斯
文
に
就
て

師
事
剣
山
教
残
経
に
就
て

景
品
叡
経
典
一
紳
論
解
説

-95-
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96 

ロ
景
品
叙
経
典
序
腿
迷
詩
所
経
に
就
い
て

日
景
品
叙
経
典
志
玄
安
楽
経
に
就
い
て

U

大
秦
景
品
叙
大
型
一通
岡
県
締
法
讃
及
び
大
秦
景
教
室
元
至
本
経
残
巻
に
つ
い
て

お

ル

・

コ

ッ
ク
氏
著
態
尼
敬
遺
文
巻
三

6

吐
魯
番
回
筒
文
・
態
尼
敬
徒
祈
願
文
の
断
簡

出

土

げ
漢
課
の
併
典
に
つ
い
て

叩
凶
得
迦
牟
尼
如
来
像
法
滅
盆
之
記
解
説

"

書
後

m
唐
故
三
十
姓
可
汗
貴
女
阿
那
民
之
墓
誌

幻
波
斯
園
酋
長
阿
羅
憾
丘
銘

詑
漢
草
骨
叫
割
音
千
字
文
の
断
簡

お

契
丹
文
字
の
新
資
料

川
品
華
夷
謬
語
の
編
者
馬
沙
亦
黒

お

五

位

同情
文
鑑

お

油
同
文
鑑
和
解

・
餓
課
満
語
纂
編
解
説

明

μ

蒙
古
族
の
宗
激
的
風
俗
習
慣
附
蒙
古
の
亙
人

お
北
方
民
族
の
間
に
於
け
る
亙
に
就
い
て

お

ト

ル
コ
族
と
例
数

初

天

と

献

と
祈
漣
と

引
品
師
舛
出
京
の
海
股
と
い
ふ
名
絡
に
つ
き
で

雑

纂

ベ
リ
オ

(F
-
2
0
3
民
の
中
央
亜
細
亜
披
行

大
谷
探
検
除
の
成
果

二
祭
叢
奮
第
一
械
を
諌
む

西
域
考
古
圃
譜

中

E
史
研
究
資
料
の
探
訪

樹
下
人
物
聞
に
つ
い
て

外
蒙
古
に
お
け
る
コ
ズ
ロ
フ
氏
の
裂
掘

莫
斯
科
抄
書
の
思
い
出

史
料
蒐
集
家
と
し
て
の
内
藤
博
士

桑
原
博
士
「
東
洋
文
明
史
論
叢
」
序

白
鳥
博
士
の
思
い
出

演
回
君
の
追
憶

。
切
回
、
吋

C
〉
河
J
同

Z
O吋
別
問
。

ω〉
穴
口
出
〉
冨
〉
U
〉

東
方
文
化
研
究
所
と
狩
野
博
士

ラ
ー
ド
ロ
フ
博
土

レ
4

l
博
士
の
憶
出

我
が
図
の
東
方
畢
と
ベ
甘
オ
教
授

最
近
露
都
通
信

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
三
世
博
物
館

英
京
の
-
隅
よ
り

旬
牙
利
の
夏
の
旗

巴
里
で
し
た
正
月

塞
北
行
紀
の
一
節

書
き
抜
き
を
捜
し
な
が
ら

E
訳
出
京
廻
り

賢
所
御
一
神
祭
の
儀

-96-

以
上
に
附
す
る
に
口
鰭
圃
版
一
五
圃
、
索
引
五
四
頁
及
び
嗣
子
明
教
授
が

〉
-
切『

gm伴
氏
の
協
力
を
え
ず
人
作
成
さ
れ
た
論
文
の
部
の
簡
明
流
逮
な
俳
文
レ
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へ
止
血
色
の
部
一
二
三
篇
分
七

O
頁

J

を
以
て
な
る
o

d

ュ
メ
f

下
舎
の
部
一
エ
十
一
篇
分
四
七
頁
」

ー
は
博
士
、の
皐
位
諮
問
求
論
文
寸
唐
代
ノ
回
鶴
-
一
一
関
ス
ル
研
究
」
の
第
三
篇
と

し
て
、
全
篇
章
を
分
つ
こ
と
四
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
史
的
考
察
に
し
て
、
本
文

字
が
ソ
グ
ト
に
由
来
す
る
を
考
註
し
た
も
の
で
、
フ

才
γ
・
ガ
パ
イ
ソ
女
史
の

=
〉
言

R
E
R
Z
の
E
B自
民
出
向
=
に
一つ
い
て
文
法
を
修
む
る
者
が
必
ず
相
並

ん
で
参
考
す
べ
き
好
篇
で
あ
る
。

2
は
従
来
阿
倍
・
同
切
と
岡
田
凹
ロ
ロ
の
ウ
イ
グ
ル
碑
文
は
ト
ル
コ
室
岡
で
書
か
れ
た

も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
が
、
一
九
O
九
年
忌
さ
百
円
は
、
文
字
は
ウ
イ
グ
ル
の
も

の
で
あ
る
が
、
言
語
は
ソ
グ
ド
語
で
あ
る
こ
と
を
唱
道
し
た
ο

博
士
は
こ
の
碑

文
を
重
要
視
し
、
ソ
グ
ド
語
が
マ
エ
教
の
東
漸
と
時
代
を
同
う
し
て
東
方
に
普

及
し
た
こ
と
を
論
究
さ
れ
た
。

3

橘
瑞
超
氏
が
附
内
田
『
曲
も阿内町
0ι
』帥

附
近
に
て
褒
見
の
時
代
不
詳
、
恐
ら
く

元
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
一
一
一
一
行
の
女
子
賞
買
文
書
に
つ
き
解
説
し
、
誇

註
さ
れ
た
も
の
。

5
橘
氏
が
ペ
副
長

g
g
で
裂
見
し
た
も
の
を
ラ
テ

γ
字
特
潟
し
漢
謬
と
刑
判

比
し
つ
つ
詳
細
な
る
詩
註
を
施
さ
れ
、
か
つ
グ
ロ
ッ
サ
り
を
附
せ
ら
れ
、
的
ウ

イ
グ
ル
謬
は
漢
謬
よ
り
餓
詳
し
た
も
の
な
る
こ
と
、
制
本
文
は
漢
謬
偽
網
拡
な
る

ζ
と
、
付
ウ
イ
グ
ル
文
に
は
こ
の
外
二
種
の
謬
本
あ
り
、
大
谷
探
検
除
の
堀
賢

雄
氏
設
見
の
六

O
敏
行
の
も
の
と
、
ロ
シ
ヤ
の
ウ
ル
ム
チ
駐
在
領
事
昂
OHro〈

褒
見
三
四
行
の
断
片
あ
り
し
こ
と
、
制
最
後
に
句
艶
と
し
て

zoo--
の
符
就

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
此
は
摩
尼
数
経
典
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事

貨
の
み
を
以
て
経
文
を
摩
尼
教
の
も
の
と
断
ず
る
こ
と
の
不
可
を
設
か
れ
た
も

の
、
我
ら
後
進
は
早
く
大
正
の
初
め
「
東
洋
事
報
」
に
渡
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
後
年
之
に
捺
し
て
そ
め
皐
識
の
深
き
に
驚
嘆
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
。

6

同
じ
く
橘
氏
が
ト
ル
フ
ア
ソ
に
て
褒
見
し
た
「
普
門
品
L

の
第
二
五
章

四
三
行
の
断
簡
の
逐
字
謬
に
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
文
は
漢
誇
よ
り
重
課
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
漢
詩
を
封
比
し
つ

つ
、
註
圃
揮
を
施
さ
れ
た
も
の。

7
〉
・

ω同
冊
目
ロ
が
一
九
O
七
年
敦
埋
設
見
の
も
の
に
つ
き
、
仔
細
に
漢
詩

本
と
針
照
し
つ
つ
、
内
容
を
考
詮
し
、
謬
文
の
特
徴
を
あ
げ
、
寄
寓
の
時
代
を

考
え
(
一

O
三
五
年
前
と
し
て
ラ
テ
ン
字
柏
崎
潟
と
謬
註
を
行
わ
れ
た
も
の
。

8

大
谷
探
検
除
員
吉
川
小

デ
郎
氏
が
ト
ル
フ
ァ

γ
に
て
僚
影
せ
る
も
の

'
(
十
一
葉
)
に
つ
き
、
此
が
法
華
経
普
賢
行
願
品
の
ト
ル
コ
欝
な
る
を
比
定
さ
れ
、

例
に
よ
り
精
微
な
音
静
内
謬
註
を
施
さ
れ
た
も
の
。

9

明
治
の
末
年
に
近
く
、
史
皐
研
究
曾
講
演
集
第
三
加
に
愛
表
さ
れ
、
園
史

家
に
も
大
い
な
る
反
響
を
呼
ん
だ
論
文
。
入
宋
信
慶
政
上
人
が
高
山
寺
の
排
良

和
衛
(
明
恵
上
人
)
に
途
っ
た
「
南
出
賢
一
文
字
」
に
欄
す
る
研
究
で
、
ま
ず
資
料
の

乏
し
い
慶
政
上
人
の
行
蹟
を
明
ら
か
に
し
、
彼
が
嘉
定
十
年
(
一
二
一

二
年
)
泉

州
に
て
舎
っ
た
讃
人
質
は
ベ
ル

ツ
ヤ
人
が
「
シ
ャ
ー
プ
・
ナ
l
メ
」
の

一
節
を

書
き
迭
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

叩

敦

爆

m
伏
見
園
皐
叢
刊
第
二
巻
に
見
ゆ
る
'マ
ニ
教
の
残
経
に
つ
い
て
考

察
し
、
此
が
十
二
光
明
時
の
概
念
を
詳
述
す
る
こ
と
及
び
こ
の
中
に
見
ゆ
る

明
使
(
鵬
)
阿
駄
(
京
初
日
誌
勧
)
、
二
言
、

香

、

併
多
誕
の
意
味
等
を

闘
明
さ
れ
た
も
の
。

日

教

建

設

見

富

岡

氏
誠
四

O
五
行
の
唐
代
の
撰
述
に
係
る
景
数
々
典
が
、

蛍
代
の
二
教
と
同
じ
く
、
併
敬
語
を
借
用
レ
た
吹
第
を
寅
例
を
事
げ
て
考
設
す
。

ロ
司
教
建
褒
見
断
簡
一
七

O
行
に
し
て
、
経
名
は
ペ
払
O

宮
内
8
5
v
経

の
意
味
な
る
べ
し
と
し
、
本
経
の
漢
文
の
性
質
を
の
ベ
、
つ
い
で
特
異
の
語
、

末
艶
(
玄
白
門
戸
叩
)
、
機
萩
園
烏
梨
師
微
減

(』伽

E
g
z
g
)、
逃
難
(
』
O
ロ
丘
包
ロ
)
、

谷
昏
(
』

o
fロ
ロ
酔
由
)
を
明
ら
か
に
し
、

日
伺
じ
く
教
燈
裂
見
、
天
津
の
李
盛
鐸
氏
誠
一
五
九
行
、

書
体
よ
り
し
て

~ .97~ 
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唐
末
の
も
の
と
し
、
メ
シ
ヤ
が
安
楽
道
に
至
る
道
を
設
き
、
勝
法
の
何
た
る
か
、

を
説
明
す
る
も
の
、
全
文
を
示
し
、
博
士
は
経
中
の
与
穏
信
伽

I
r
-
-
ω
5
0ロ

ωgm-
信
侶
日
目
。
ロ
と
し
、
本
経
と
道
徳
経
と
の
関
係
を
(
側
一
時
一
げ
一
四
一
位
和

比
一
日
げ
一
一
%
と
)
喝
破
さ
れ
た
も
の
。

凶
博
土
が
晩
年
、
健
康
漸
く
衰
え
ら
れ
た
頃
の
力
作
で
、
前
者
は
敦
短
時
伏
見
、

李
氏
の
臓
に
か
か
る
。
全
文
を
示
し
、
佐
伯
博
士
の
解
棒
を
訂
さ
れ
、
後
者
は

経
巻
末
三
十
行
に
蛍
り
、
開
元
五
年
十
月
沙
州
大
泰
寺
張
駒
撲
の
識
語
あ
る
も

め
、
こ
の
註
棒
中
の
用
語
が
道
徳
経
の
章
句
を
借
用
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

t

m
ル
・
コ

y

ク
刊
、
マ
ニ
教
遺
文
巻
三
所
収
第
八
文
書
の
一

l
七
の
波
斯

数
残
経
の
一
部
に
相
晶
画
す
る
古
代
ト
ル
コ
文
欝
文
に
つ
き
、
漢
謬
文
と
ト
ル
コ

語
詳
文
と
の
封
比
が
相
互
の
誤
を
正
す
も
の
と
し
「
と
く
に
漢
認
の
)
、
第
二
十

/
誤
脱
を
補
正
」

一
文
書
に
見
ゆ
る
態
尼
の
五
戒
、
第
三
十
一
文
書
の
併
教
の
阿
難
答
の
法
問
の

僚
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
、
さ
ら
に
摩
尼
経
典
の
形
式
と
し
て
第
三
十
九
文
書
(
一

|
五
)
が
併
典
の
貝
葉
の
形
を
と
り
、
細
長
き
紙
面
に
中
央
か
ら
左
寄
り
の
個

慮
に
穴
を
穿
つ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
西
人
の
留
意
せ
ざ
る
を
補
い
、
最
後
に
第

十
四
文
書
と
し
て
収
め
ら
れ
た
イ
ソ
ッ
プ
物
語
断
片
に
論
及
さ
れ
、
原
文
の
音

謬
と
日
本
語
と
を
掲
げ
て
、
こ
の
物
語
の
東
西
文
化
交
流
史
上
の
意
味
に
言
及

さ
れ
た
興
味
あ
る
論
考
。

日
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
断
簡
A
・
B
二
葉
、
王
樹
栴
よ
り
京
大
の
有
に
蹄

し
た
も
の
。
各

々
の
事
畔
と
聾
祉
を
一ホ
し
、
つ
ぎ
に
地
名

csc-(こ
れ
が
初

、

，

o

f

め
て
文
書

に
現
れ
J

、
刷
、
ヘ
緬
磁
を
さ
J

〆

し

例

」

E
gロ
(
す
も
の
」
の
も
つ
意
義
を
力
説
さ
れ
た
も
の
。
片
々
た

る
断
簡
か
ら
重
要
な
史
寅
を
探
求
さ
れ
る
博
士
考
査
の
妙
を
稜
揮
さ
れ
た
好
論

文
で
あ
る
。

げ
漢
詩
併
典
が
直
接
イ
ン
ド
の
原
典
か
ら
漢
課
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
、

中
央
ア
ジ
ヤ
と
い
う
イ
ラ
ン
文
化
圏
を
、遜
過
し
、
一
度
中
ア
の
言
語
に
献
謬
さ

れ
、
こ
れ
よ
り
漢
欝
さ
れ
た
と
す
る
併
奥
歯
固
謬
の
性
質
は
、
今
日
で
は
常
識
で

あ
る
が
、
明
治
の
末
年
こ
の
燃
を
初
め
て
教
え
ら
れ
た
鋭
障
な
論
考
。

m
・
mm

西
臓
の
タ
ン
ヂ
ュ
l
ル
所
収
子
闘
闘
懸
記
の
寺
本
師
に
よ
る
邦
語

謬
が
、
じ
つ
は
漢
謬
「
稼
迦
牟
尼
如
来
像
法
滅
登
因
縁
」
巻
一
で
あ
る
こ
と
か

ら
設
き
、
誇
者
法
成
に
つ
い
て
バ
り
の
ピ
プ
リ
オ
テ
l
ク
・
ナ

シ
ヲ
ナ
l
ル
に

蔵
す
る
そ
の
謬
書
の
事
を
設
か
れ
た
も
の
。

mω

歎
援
可
汗
の
女
、
脱
伽
公
主
こ
れ
に
関
係
あ
る
人
々
の
行
震
を
歴
史
的

に
精
し
く
考
察
し
、
玄
宗
の
封
突
豚
政
策
の
貧
相
に
言
及
さ
れ
た
労
作
。

幻
ま
ず
唐
の
顛
慶
年
間
来
唐
し
の
ち
梯
株
圏
諸
蕃
招
慰
大
使
の
裕
競
を
曲
目

び
た
る
阿
羅
憾
(
〉

σ
E
E
S
)
な
る
人
物
を
閥
明
し
、
聖
教
(
ネ
ス
ト
リ
ク
ウ
ス

数
)
を
通
じ
、
唐
と
排
萩
園
間
と
の
蹴
係
交
渉
研
究
の
一
新
史
料
た
る
を
論
定

さ
れ
た
も
の
。

辺

一

九

O
入
年
ベ
り
オ
博
士
が
敦
建
千
併
洞
よ
り
え
た
る
も
の
(
ビ
プ
リ

・
ナ

シ
ヨ
ナ
l
ル
孫
ベ

リ

オ

イ

/

オ

テ

vr

教
爆
文
書
漢
文
の
部
三
四
一
)
中
唐
以
ず
敦
爆
地
方
に
行
わ
れ
た
る
千
字

文
漢
字
音
の
チ
ベ
ッ
ト
字
音
に
よ
る
正
確
な
る
鵜
寓
を
韻
別
に
テ
テ
ン
字
音
寓

し
、
つ
い
で
現
代
北
京
音
と
掛
照
じ
て
、
漢
字
音
の
餐
遷
を
一
目
瞭
然
と
さ
れ

た
雄
篇
。

お
一
九
二
三
年
六
月
パ
北
京
の

Z
E
-
-
E
H
M
E
S
o
-
-
A
5
含
司
会
百

(
阿
国
ロ
ロ
b
p
z。
ロ
国
)
掲
載
円
、
.

H

内
向
ヱ
ロ
の
キ
タ

ン
文
字
の
新
資
料
に
闘
し
、

こ
の
文
字
資
料
と
解
説
の
努
力
を
述
べ
た
も
の
。

川
抗
馬
沙
亦
黒
な
る
人
物
は
清
興
棒
義
補
輯
に
据
り
、
洪
武
十
五
年
(
一
三

八
二
)
肇
夷
評
語
の
編
纂
に
従
事
し
、
翌
十
六
年
(
一
三
八
三
)
天
文
経
を
認
し
、

一
三
七
九
年
サ
マ
ル
カ
ン
ド
よ
り
支
那
に
来
れ
り
と
す
る
誤
を
訂
し
、
元
末
す

で
に
支
那
に
在
り
、
元
滅
ん
で

r

明
に
仕
え
た
る
も
の
に
し
て
、
那
珂
博
士
設
と
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異
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
で
は
な
く
、
か
つ
「
元
顧
秘
史
」
の
漢
詩
に
参
加
し
た
設

擦
な
し
と
す
る
。

お
今
日
、
北
京
刊
行
の
五
体
清
文
鑑
は
容
易
に
入
手
し
う
る
も
、
博
士
が

明
治
の
末
年
、
内
藤
湖
南
博
士
に
従
っ
て
奉
天
故
宮
に
て
こ
の
珍
籍
を
苦
心
撮

影
し
た
次
第
か
ら
設
い
て
、
本
書
の
由
来
を
詳
細
に
解
説
さ
れ
た
も
の
。

お
長
崎
通
事
ら
の
共
著
に
な
る
爾
書
を
縁
影
し
京
大
、
東
大
の
東
洋
史
研

究
室
、
東
洋
文
庫
に
備
え
て
事
者
研
究
の
使
に
供
さ
れ
た
際
に
施
さ
れ
た
解
説
ω

幻

-mは
北
方
ア
ジ
ヤ
に
行
わ
れ
た
る
シ
ャ
マ
ン
に
闘
す
る
該
博
な
考
設
で
、

今
日
で
こ
そ
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
は
旺
と
な
り
、
一
通
り
の
知
識
は
一
般
化

し
た
が
筆
者
な
ど
は
お
の
論
考
を
幾
度
か
熟
議
し
て
啓
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

却
は
姑
く
措
き
、

ぬ
の
論
文
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
初
唐
か
ら
の
文
献
に
見

ゆ
る
「
紙
」
の
字
の
由
来
に
附
し
て
博
引
傍
謹
、
考
設
の
妙
を
謹
さ
れ
、
結
局

こ
の
語
は
「
天
」
を
意
味
す
る
初
唐
開
中
地
方
の
音

w
z
g
と
断
じ
、
ま
た

史
記
以
下
に
見
ゆ
る
新
漣
山
の
祈
濯
に
つ
き
漢
書
の
武
帝
本
紀
(
眠
時
一
に
僻
)
の

天
山
に
附
し
た
る
顔
師
古
の
註
「
即
祈
遠
山
也
。
勾
奴
謂
天
篤
郡
漣
。
云
々
」

の
原
義
を
考
え
ら
れ
、
「
天
」
な
る
漢
語
を
靴
っ
た
旬
奴
語
を
さ
ら
に
こ
れ
を
旬

淫
沖
と
し
て
、
漢
字
で
腐
し
た
も
の
と
断
ぜ
ら
れ
た
(
一
尚
一
昨
一
耕
一
的
川
一
例
れ

・刀

A
Z
q
d
o

i
r」
最
後
の
雄
篇
は
、
運
股
舞
は
一
種
の
沼
股
(
件
昨
日
目
制
納
臓
)
を
帽
子

と
し
て
後
っ
て
舞
う
た
の
に
由
来
す
る
と
し
、
そ
の
原
立
国
を
蒙
古
語

E
Z
に

求
め
ら
れ
た
も
の
。
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雑
纂
二
十
六
篇
は
、
中
央
ア
ジ
ヤ
史
関
係
書
の
解
題
あ
り
、
紹
介
あ
り
、

(
い
紅
側
一
諮
問
一
↑
…
目
前
一
一一
環
什
吋
い
り
岬
一
一
一
詩
的
町
、
な
)
探
検
-
史
あ
り
、
探
室
一
国

の
苦
心
、
紀
行
・
見
聞
記
あ
る
の
外
、
東
西
の
東
祥
拳
の
碩
血
干
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
描
く
歎
篇
が
あ
る
。
東
は
白
鳥
、
内
藤
、
狩
野
、
演
回
諸
先
生
の
Z
T
れ
ぞ
れ

の
皐
風
、
人
と
篤
り
を
俸
え
て
、
親
し
く
警
一
咳
に
接
せ
ず
又
は
親
交
し
え
な
か

っ
た
後
進
に
と
っ
て
興
味
深
く
、
中
に
も
筆
者
が
今
に
忘
れ
難
く
感
銘
を
刻
ま

れ
た
一
篇
は
、
「
襲
文
」
誌
上
に
載
せ
ら
れ
た
コ
ワ
l
ド
ロ
フ
博
士
」
追
想
の
↓

文
で
あ
る
。
博
士
が
大
正
三
年
八
月
の
某
日
午
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
一
寒
村

の
ダ
l
チ
ャ
に
老
十
ル
コ
挙
者
を
訪
れ
た
折
の
雨
博
士
の
火
の
出
る
よ
う
な
皐

術
上
の
熱
意
と
、
そ
し
て
第
一
次
大
戦
後
の
食
糧
不
足
に
よ
る
策
議
失
調
で
倒

ら
れ
た
と
い
う
一
ハ
ル
ピ
γ
紙
の
許
報
に
接
し
て
、
運
命
が
異
邦
の
老
皐
者
の

報
い
る
と
こ
ろ
の
徐
り
に
惨
か
つ
残
酷
な
る
を
悲
ま
る
る
先
生
の
筆
は
、
掛
田
時

年
少
の
筆
者
は
亥
痛
の
情
を
以
て
諌
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

先
生
は
文
章
家
と
し
て
も
、
寅
に
す
ぐ
れ
て
お
ら
れ
た
。
随
筆
に
は
論
文
に

見
ら
れ
ぬ
滋
味
が
溢
れ
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
す
ら
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
年
若
い
東
一

洋
史
の
皐
徒
に
は
、
難
解
な
論
策
よ
り
も
、
ま
ず
か
か
る
興
味
あ
っ
て
し
か
も
卯

不
知
不
識
の
聞
に
、
準
問
の
門
径
に
入
ら
し
め
る
随
筆
|
清
朝
風
に
剖
記
と
呼
一

ん
で
も
い
い
ー
か
ら
讃
み
始
め
る
こ
と
を
奨
め
る
も
の
で
あ
る
4

最
後
に
累
ね
て
云
う
。
拙
稿
は
、
先
生
の
一
字
一
句
苦
心
の
離
琢
に
な
る
三

十
一
の
雄
篇
の
員
を
停
え
得
な
か
っ
た
事
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し

後
の
東
洋
史
家
は
必
ず
之
を
措
い
て
は
、
断
じ
て
塞
外
・
中
ア
の
歴
史
を
論
ず

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

経
済
的
に
も
、
技
術
的
に
も
、
い
く
た
の
困
難
を
排
し
て
あ
え
て
刊
行
さ
れ

た
編
纂
諸
位
の
傍
を
多
と
し
、
併
せ
て
本
書
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拳
界
に
洩
れ
な

く
知
ら
る
る
よ
う
取
計
わ
れ
ん
こ
と
を
、
少
し
で
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
事
情
を
知

る
一
人
と
し
て
希
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
蛇
足
を
附
記
し
て
欄
筆
す
る
。

(
小
林
高
四
郎
)


